
 

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）策定のための 

事業所アンケート調査へのご協力のお願い 

 

アンケート調査をお願いする事業所の皆さまへ 

  

平素は、本市の環境行政にご理解・ご協力をいただきありがとうございます。 

 本市では、来年度以降の地球温暖化対策の実行に向けた具体的な施策を示す「茨木市地

球温暖化対策実行計画（区域施策編）」（以下「実行計画」）を今年度策定する予定です。 

 今回のアンケート調査は、実行計画の策定にあたって、地球温暖化対策への市内事業者

の皆さまの意識・取組状況や、本市の地球温暖化対策の各種施策への関心などについて調

査を行い、今後の施策検討のための基礎資料として活用する目的で実施するものです。 

 つきましては、ご多忙のところ大変恐縮ですが、趣旨をご理解いただき、ご協力いただ

きますようお願い申し上げます。 

  

令和 2 年●月 

茨木市 

 

【アンケートの取扱について】 

１．このアンケートは、市内の事業所の中から、500 事業所を対象に調査票をお送りしています。 

２．全てのお答えをコンピュータで統計的に処理した上でとりまとめますので、各事業者の情報

やお答えの内容が明らかになることはありません。 

３．回答内容を、上記の目的である基礎資料以外に使用することはありません。 

【ご記入にあたって】 

１.このアンケートには、封筒の宛名の事業所で地球温暖化対策等をご担当の方がお答えください。

なお、担当が決まっていない場合は、総務等の方がお答えください。 

２.このアンケートには、会社（事業所）としての回答を求める設問と、回答者個人の意見を問う

設問がありますが、その両方にご回答ください。 

【返送について】 

お答えいただいた調査票は、令和２年●月●日までに、同封の返信用封筒に入れて、郵便ポスト

に投函してください。切手は不要です。 

 

■アンケートに関するお問い合わせ先 

茨木市 産業環境部 環境政策課  担当：井澤、細井 

   〒567-8505 茨木市駅前三丁目８番１３号（茨木市役所南館 3 階） 

   電話：072-620-1644  FAX:072-627-0289 

   E メール：kankyoseisaku@city.ibaraki.lg.jp 
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 茨木市 地球温暖化対策実行計画策定のための事業所アンケート調査  

貴事業所の概要についてお聞きします                           

問1 貴事業所の概要についてお聞きします。それぞれあてはまるものに 1 つだけ○をつけてく

ださい。 

会
社
全
体
に
つ
い
て 

① 貴社の業種 

１．建設業           ２．食料品･飲料製造業   

３．木材･木製品･家具製造業   ４．衣服･その他の繊維製造業   

５．出版･印刷物等製造業     ６．金属製品製造業   

７．電気機械器具等製造業   ８．一般機械器具製造業 

９．その他の製造業    １０．電気･ガス･熱供給･水道業   

１１．運輸･通信業    １２．卸売業   

１３．小売業     １４．飲食・宿泊業   

１５．金融･保険業    １６．その他サービス業   

１７．その他（                             ） 

② 貴社の 

資本金 

１．１千万円未満         ２．１千万円～５千万円未満   

３．５千万円～１億円未満     ４．１億円～５億円未満   

５．５億円～１０億円未満     ６．１０億円以上 

ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
事
業
所
に
つ
い
て 

③ 貴事業所の 

従業者数 

１．１～９人      ２．１０～２９人      ３．３０～４９人 

４．５０～９９人    ５．１００～２９９人    ６．３００人以上 

④ 事業所の 

位置づけ 

１．本社・本店          ２．支社・支店 

３．工場・作業所         ４．倉庫等 

５．その他（                             ） 

⑤環境マネジメ

ントシステム

(EMS)の取得 

１．ISO14001を取得している 

２．KESやエコアクション21などのEMSを取得している 

３．以前は取得していたがやめた 

４．取得していない 

⑥ CSR（企業の

社会的責任）

活動の取組 

１．現在取り組んでいる         ２．今後、取り組む計画がある 

３．興味はあるが、取り組んでいない   ４．今のところ取り組む予定はない 

⑦ 連絡先 事業所名 担当部署 

担当者 連絡先 

 

貴事業所のエネルギー消費や温室効果ガス排出量についてお聞きします                        

問2 貴社または貴事業所は、省エネ法の対象事象者ですか。あてはまるもの及び第１種又は第

２種の分類各１つに○をつけてください。 

１．省エネ法の特定事業者である   （第 1 種 ／ 第 2 種） 

２．省エネ法の特定連鎖化事業者である（第 1 種 ／ 第 2 種） 

３．省エネ法の特定運輸事業者である 

４．省エネ法の特定荷主である 

５．省エネ法の特定建築物である   （第 1 種 ／ 第 2 種） 

６．対象ではない。 
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問3 貴社または貴事業所は、省エネルギーに関する目標を設定されていますか。あてはまる番

号を全て選び、右の記入欄に番号をご記入ください。 

１. エネルギー消費量の削減目標を設定している 

２. 温室効果ガス排出量の削減目標を設定している 

３. その他（例：製造品出荷額当たりの温室効果ガス排出量など） 

 （                               ） 

４. 目標は設定していない 

 

 

会社全体として 

 

事業所として 

 

問4 貴社または貴事業所は、エネルギー消費量を把握していますか。あてはまる番号を１つだ

け選び、右の記入欄に番号をご記入ください。 

１. 把握している        ２. 把握していない 
 会社全体として  

事業所として   

 

問5 貴社または貴事業所のエネルギー消費量（総量）についてお尋ねします。過去 20 年間でど

の程度削減しましたか。あてはまる番号を１つだけ選び、右の記入欄に番号をご記入ください。 

１. ５０％以上削減した      ２. ２０％以上～５０％未満削減した 

３. １％以上～２０％未満削減した    

４. 増加した（具体的に       ％）  ５. わからない    

６. その他（                           ） 

 

 

会社全体として 

 

事業所として 

 

問6 貴社または貴事業所は、温室効果ガス排出量を把握していますか。あてはまる番号を１つ

だけ選び、右の記入欄に番号をご記入ください。 

１. 把握している        ２. 把握していない 
 会社全体として  

事業所として   

 

問7 貴社または貴事業所の温室効果ガス排出量についてお尋ねします。過去 20 年間でどの程

度削減しましたか。あてはまる番号を１つだけ選び、右の記入欄に番号をご記入ください。 

１. ５０％以上削減した       ２. ２０％以上～５０％未満削減した 

３. １％以上～２０％未満削減した   

４. 増加した（       ％）  ５. わからない    

６. その他（                            ） 

 

 

会社全体として 

 事業所として 

 

問8 貴社または貴事業所のエネルギー消費量（総量）について、今後 5 年間でどの程度の削減

が可能ですか。あてはまる番号を１つだけ選び、右の記入欄に番号をご記入ください。 

１．５％未満の削減が可能     ２．５％以上１０％未満の削減が可能 

３．１０％以上２０％未満の削減が可能  ４．２０％以上の削減が可能  

５．わからない             ６．現在より削減は困難 

７. その他（                            ） 

 会社全体として 

 事業所として 

 

問9 貴社または貴事業所は、国として定めている 2030 年度の温室効果ガス排出量削減目標
（2013 年度比でマイナス 26％）を達成できる見込みですか。あてはまる番号を１つだけ選

び、右の記入欄に番号をご記入ください。 

１．すでに達成している     ２．期限までに達成できる見込みである 

３．達成は困難である      ４．わからない      

５．その他（                           ） 

 会社全体として 

 事業所として 
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社内の地球温暖化対策の取組体制についてお聞きします                        

問10 貴社には、の地球温暖化対策の推進の中核となる組織がありますか。あてはまるものに

１つだけ○をつけてください。 

１．専任の組織がある            

２．特に設けていない      

３．その他（                                        ） 

 

問11 貴事業所の地球温暖化対策の進め方についてお尋ねします。あてはまるものに１つだけ

○をつけてください。 

１．本社が主導して、複数の事業所で取組を実施      

２．事業所ごとに主体的に取組を実施 

３．特に決まりはない 

４．その他（                                        ） 

 

地球温暖化対策に関する製品やサービスの提供の状況についてお聞きします                        

問12 貴社では省エネに役立つ製品やサービスの提供を行っていますか。あてはまるものに１

つだけ○をつけてください。 

１．サービスや製品を開発し、提供している      

２．現在提供に向けて取り組みを進めている 

３．取り組んでいない 

４．その他（                                        ） 

 

問13 貴社では、今後、省エネに役立つ製品やサービスの開発・提供の予定がありますか。あ

てはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１．取り組みたい          

２．協力して取り組むパートナーがいれば取り組みたい 

３．取り組みたいがどのようにしたらよいのかわからない        

４．取り組む意向はない 

５．その他（                                        ） 

 

問14 近年、猛暑や極端な集中豪雨など気候変動の影響が企業活動にも及びはじめている一方、

新たな製品やサービスを創出する機会と捉える動きもあります。貴社にとって、気候変動は

好機、あるいは脅威でしょうか。あてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

１. 好機である      ２. どちらとも言えない     ３. 脅威である 

上記について、具体的理由があればご記入ください 
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問15 貴社では、地球温暖化や環境等に関する以下の制度や取組についてご存じですか。それ

ぞれあてはまるものに１つだけ○をつけてください。 

（１）Ｊ－クレジット制度 

※省エネルギー機器の導入や森林経営などの取組による、CO2等の温室効果ガスの排出削減量や吸収

量を「クレジット」として国が認証する制度。 

制度について 1. 名前も内容も知っている   ２．名前は知っている   ３．知らない 

参加について １．既にクレジット創出者として参加している 

２．今後、クレジット創出者として参加したい 

３．既にクレジット購入者として参加している 

４．今後、クレジット購入者として参加したい 

５．今後、参加したいが難しい（その理由：                   ） 

６．参加したいと思わない   

７．わからない 

 

（２）RE100 

※企業が自らの企業活動で使用する電力を 100％再生可能エネルギー由来の電力で賄うことを目指す国

際的な取組 

取組について １．名前も内容も知っている   ２．名前は知っている   ３．知らない 

参加について １．既に参加している 

２．今後、参加したい    

３．今後、参加したいが難しい（その理由                    ） 

４．参加したいと思わない     

５．わからない 

 

問16 ＳＤＧｓや関連した取組の実施状況についてお尋ねします。それぞれあてはまるものに

１つだけ○をつけてください。 

※SDGs：2030 年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。17 のゴール・169 のター

ゲットから構成されています。 

SDGs について １．名前も内容も知っている   ２．名前は知っている   ３．知らない 

実施について １．既に実施している     

２．現在は実施していないが、今後実施する予定である 

３．実施する予定はない 

 

問17 中小企業等の省エネ・節電の推進をサポートするため、「省エネ診断」や「節電診断」

等の無料サービスを実施している「財団法人 省エネルギーセンター」という団体があります

が、ご存じですか。当てはまるものに１つだけ○をつけてください。 

団体について １．省エネ診断を受けたことがある    ２．診断は受けたことがないが知っている 

３．初めて知った 

診断受講 

について 

１．省エネ診断を受けてみたい   

２．省エネ診断を受けても対策費用が用意できない 

３．わからない          

４．受けてみたいと思わない 

５．その他（                              ） 
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地球温暖化対策の取組の実施についてお聞きします                                

問18 貴事業所における地球温暖化対策の取組についてお尋ねします。それぞれ当てはまるも

のに１つだけ○をつけてください。なお、今後については数年後を想定してください。 

NO. 取組 
取り組ん 
でいる 

今後は 
取り組み 
たい 

取り組む 
予定は 
ない 

該当 
しない 

1 コージェネレーション設備の導入 １ ２ ３ ４ 

2 蓄電池の導入 １ ２ ３ ４ 

3 電力消費量のモニタリング（監視・制御などはしない） １ ２ ３ ４ 

4 デマンドコントロール、FEMS、BEMS 等の導入 １ ２ ３ ４ 

5 照明・空調の運用改善（間引き、消灯・停止等） １ ２ ３ ４ 

6 照明・空調に係る高効率機器等の導入（LED、高効率空調等） １ ２ ３ ４ 

7 
生産設備、その他動力など高効率設備への更新（高効率冷蔵

庫、高効率給湯設備、高効率ボイラ、工業炉等） 
１ ２ ３ ４ 

８ 廃熱利用等エネルギー回収システムの導入 １ ２ ３ ４ 

９ 建築物の断熱性の向上（屋根遮熱塗装、グリーンカーテン等） １ ２ ３ ４ 

10 生産工程や設備機器の稼働条件の改善や工夫 １ ２ ３ ４ 

11 
夜間・早朝操業等の勤務時間シフトによる昼の電力消費量の

ピーク対策 
1 2 3 4 

12 
休日・休暇の活用による電力消費量のピーク対策（輪番休業、

土日の活用、夏季休暇の大型化・分散化） 
１ ２ ３ ４ 

13 生産時期のシフト、設備の定期検査・修理時期のシフト １ ２ ３ ４ 

14 
年間を通じた勤務時間、勤務スタイルの改善（営業時間、残

業時間の短縮など） 
１ ２ ３ ４ 

15 エコドライブの徹底 １ ２ ３ ４ 

16 電気自動車、ハイブリッド車などの導入 １ ２ ３ ４ 

17 国内貨物輸送における鉄道輸送の活用 １ ２ ３ ４ 

18 共同配送の実施等による走行距離・燃料消費の削減等 １ ２ ３ ４ 

19 外部の専門家によるアドバイスの導入 １ ２ ３ ４ 

20 素材変更など、プラスチックの使用削減 1 2 3 4 
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問19 貴事業所における再生可能エネルギーの導入状況についてお尋ねします。それぞれ当ては

まるものに１つだけ○をつけてください。なお、今後については数年後を想定してください。 

NO. 取組 
取り組ん 
でいる 

今後は 
取り組み 
たい 

取り組む 
予定は 
ない 

該当 
しない 

1 太陽光発電装置の導入 １ ２ ３ ４ 

2 バイオマスエネルギーの導入 １ ２ ３ ４ 

3 
その他の再生可能エネルギーの導入 
（具体的に：                    ） １ ２ ３ ４ 

 

問20 貴事業所では、これまでに、省エネルギー機器や再生可能エネルギーの活用等に関して、

国や府、市の設備投資等に関する補助金を活用しましたか。当てはまるものに１つだけ○を

つけてください。 

１．補助金を活用し、設備投資を行った        → 問 22へ 

２．補助金は活用していないが、設備投資を行った   → 問 21へ 

３．省エネルギー機器や再生可能エネルギーに関する設備投資は行っていない  → 問 23へ 

 

問21 貴事業所で補助金を活用しなかった理由についてお尋ねします。当てはまるもの全てに

○をつけてください。 

１．設備の導入・更新時期と募集時期のタイミングがあわなかった 

２．募集条件に合致しなかった           ３．申請が煩雑だった 

４．補助金のことを知らなかった          ５．応募したが採択されなかった 

６．必要なかった                 ７．活用できる補助金等がなかった 

８．その他（                                        ） 

 

 

問22 貴事業所で地球温暖化対策の取組を実施した効果についてお尋ねします。当てはまるもの

全てに○をつけてください。 

１．経費削減効果が大きかった 

２．今後の低炭素化や省エネ推進への基盤ができた 

３．社員の省エネ意識が向上した 

４．社員の技術力向上につながった 

５．省エネ・低炭素化に資する新たな製品・システムの開発への動きが生じた 

６．生産、営業活動に影響が生じた（具体的に：                       ） 

７．顧客サービスに影響が生じた （具体的に：                       ） 

８．余計な人件費などによるコストアップが生じた 

９．設備投資や燃料転換などによるコストアップが生じた 

10．設備投資による効果は特になかった 

11．その他（                                       ） 

 → 問 24 へお進みください 

 → 問 22 へお進みください 
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問23 貴事業所で省エネルギー機器や再生可能エネルギーの活用等に関する設備投資等を行わ

なかった理由についてお尋ねします。あてはまるもの全てに○をつけてください。 

１．何を行っていいかわからない         

２．対策のための人員が不足している 

３．対策のための費用負担が困難である      

４．削減効果が感じられない 

５．社員への省エネ意識が徹底できない      

６．地球温暖化対策を行う必要性が感じられない 

７．その他（                                       ） 

 → 問 24 へお進みください 

 

問24 貴事業所で省エネ設備機器や再生可能エネルギーの導入など地球温暖化対策を目的とし

た設備投資や、その他の地球温暖化対策を行っていくための条件をお尋ねします。当てはま

るものに全てに○をつけてください。 

１.正確な導入効果の予測             ２.設置費用負担の軽減（価格低下など） 

３.資金の確保                  ４.既存の設備機器の耐用年数経過 

５.業績の先行き安定               ６.機器やメーカーに関する情報 

７.自社のノウハウ・人材             ８.導入することに対する取引先や顧客の評価向上 

９.従業員の意識向上               １０.社屋の問題解決やテナント主の協力 

１１.公的な補助・助成              １２.すでに十分に導入している 

１３.導入や実施は考えていない 

１４.その他（                                      ） 

 → 問 25 へお進みください 

 

問25 貴事業所で地球温暖化対策の取組を今後推進する上で、市への要望等についてお尋ねし

ます。当てはまるもの全てに○をつけてください。 

１.設備投資への助成                ２.設備投資以外の補助事業の拡大 

３.省エネ活動等への奨励金や税制などでの優遇    ４.国及び府や市の政策動向に関する情報提供 

５.国及び府や市の補助金等に関する情報提供     ６.地球温暖化対策に関する技術的な情報提供 

７.災害の増加など事業継続に関するリスクへの対応  ８.補助金活用等の手続きの簡素化 

９.省エネビジネス等の振興             １０.特にない 

１１.その他（                                      ） 
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地球温暖化の適応策についてお聞きします                                

問26 人類がこれまでに排出した温室効果ガスの量はかなり大きいため、今すぐ対策を取った

としても、気候変動の影響は今後数世紀は続くと言われています。そのため、高温に耐える

農作物の品種改良を進めるなど、気候変動の影響による被害を 回避・軽減する「適応策」

が重要となっています。 

 あなたは、この「適応策」についてご存じでしたか。あてはまるものに 1 つだけ○をつけ

てください。 

１. 名前も内容も知っている    ２. 名前は知っている    ３. 知らない 

４. その他（                                     ） 

 

問27 地球温暖化によって現れるとされている影響のうち、貴社の業務に影響を与える可能性

があると思われるものがありますか。あてはまるものに全てに○をつけてください。 

１. 農作物の品質低下や収穫量の減少など（農業） 

２. 漁獲量の減少や、魚種の移り変わりなど（水産業） 

３. 赤潮の増加など（水環境） 

４. 野生生物の減少や植生の変化など（生態系） 

５. 台風や梅雨前線等による集中豪雨・洪水など（自然災害） 

６. 猛暑日の増加による熱中症の増加、感染症の増加など（健康） 

７. 紅葉の期間の短縮による観光客への影響（観光業） 

８. その他（                                     ） 

９. いずれの影響も受けない 

 

問28 適応策に関して、貴社が業務を継続していくために、特に重点的に取り組みが必要と

考える影響（の分野）がありますか。あてはまるものに３つまで○をつけてください。 

１. 農作物の品質低下や収穫量の減少など（農業） 

２. 漁獲量の減少や、魚種の移り変わりなど（水産業） 

３. 赤潮の増加など（水環境） 

４. 野生生物の減少や植生の変化など（生態系） 

５. 台風や梅雨前線等による集中豪雨・洪水など（自然災害） 

６. 猛暑日の増加による熱中症の増加、感染症の増加など（健康） 

７. 紅葉の期間の短縮による観光客への影響（観光業） 

８. その他（                                      ） 

９. 特にない 

 

問29 地球温暖化対策や気候変動についてご意見がございましたら、ご自由にお書きください。 

 

 

 

質問は以上です。お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 

同封の返信用封筒で（切手不要）、●月●●日（○）までに郵便ポストへ投函をお願いします。 


